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	応用
	抗原情報
	背景
	アデニル酸キナーゼ1（AK1）ホモサピエンスこの遺伝子は、エネルギー代謝と、さまざまな細胞内区画における細胞アデニンヌクレオチド比の恒常性維持に関与するアデニル酸キナーゼ酵素をコードしています。この遺伝子は、骨格筋、脳、赤血球で高度に発現しています。この遺伝子の特定の変異によって機能的に不適切な酵素が生じることで、非球状赤血球性溶血性貧血を引き起こすまれな遺伝性疾患が引き起こされます。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2015年12月],触媒活性：ATP + AMP = 2 ADP。,疾患：AK1の欠陥は、アデニル酸キナーゼ欠損による溶血性貧血の原因です[MIM：612631]。,機能：ATPとAMP間の末端リン酸基の可逆的な移動を触媒します。エネルギー代謝とヌクレオチド合成に関与する、細胞の維持と成長に不可欠な小さな普遍的な酵素。,オンライン情報:アデニル酸キナーゼエントリ,多型:この酵素は、少なくとも5つの対立遺伝子の中で最も共通しています。,類似性:アデニル酸キナーゼファミリーに属します。,サブユニット:モノマー。,
	研究分野
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	KAD1抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態です。
	

	KAD1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

